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「他人の不幸は蜜の味」。不謹慎とは思いつつ、妬んだ相手の不幸を喜んでしまう脳内メカニズムが脳科学的にも証明され
ているそうです。だからこそ、成功したファミリー企業にお家騒動が起こると、週刊誌やテレビのワイドショーで大きく取り上げ
られるのでしょう。

最近では、大塚家具が経営方針を巡り、父・大塚勝久会長（当時）と娘の久美子社長による騒動が話題になりました。こうし
た大企業だけでなく中堅・中小企業のオーナー経営者にとって、お家騒動、事業承継トラブルは人ごとではありません。今
回はお家騒動を未然に防ぎ、事業承継をスムーズに実現する方法を考えてみましょう。

絶対に欠かせない「株式の集中」

お家騒動を防ぐためには、オーナー経営者が株主総会を優位に進める必要があります。というのも、株主総会は株主ととも
に会社の基本的な方針を決定する場であり、その方針は、株主が所有している株式数の多数決によって決定されるからで
す。そのため、オーナー経営者の持株比率が低下すれば、会社に対する経営支配が弱まり、お家騒動へと発展する可能
性が高まります。

もし、会社が発行する株式の3分の1を確保できれば、株主総会における特別決議（営業の全部または一部の譲渡、定款の
変更、減資、解散、合併など、会社の根本に関わる内容の決議）を阻止できます（拒否権）。さらに過半数の株式を確保で
きれば、株主総会における普通議決（取締役の選任や利益処分など、通常の議案に関する決議）が可能となり、経営権を
取得できます。さらに3分の2の株式を確保できれば、前述の特別決議が可能となり、例えば任期途中の取締役の解任も可
能になります。

つまり、円滑な事業承継を行い、承継後の経営を安定させるには、後継者に相当の自社株や事業用資産を集中させ、株
主総会でトラブルが起きないように配慮することが不可欠になります。

強制的に持株が分散？ 「遺留分」に注意… 続きを読む
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